
ソウル市政と労働者の闘い連続シンポジウム 

＊７月 1６日（月・休） 

１３：３０～１６：３０  

＊PLP 会館 中会議室  

参加費：正規職 1000 円/その他 500 円 

ソウル市では、「労働尊重都市」というスローガンを掲げて、非正規労働者の大規模な正規化や

生活賃金など労働者の労働条件の底上げが実行されています。ソウル市の内部で労働行政を直接担

当している労働政策担当官を招いて日本の自治体労働行政の課題や自治体非正規労働者の闘いを

前進させる道筋を探っていきたいと思います。 
 

 

 

7/16「労働尊重都市」 ソウルから学ぶ 日韓シンポ① 

☆チョ・ソンジュ氏（ソウル市労働政策補佐官）     

 報告：「ソウル市の労働政策と労働組合の社会的役割」 

☆脇田滋氏（元龍谷大学教授）コメント 

 「ソウル市（労働）行政から日本が学ぶ事」 

 

☆パネル討論～労働尊重都市ソウル市に照らして 

・大阪府労働行政の歴史的到達点と課題  

上田雄二氏（元大阪府労働事務） 

・政府の自治体統制と矛盾 中川哲也氏（元大津市職員） 

・公契約条例の取り組み 杉谷伸夫氏（向日市議） 

・給付型奨学金・教育無償化を自治体から          地下鉄堺筋線 扇町駅 4 番出口より徒歩 3 分 

JR 大阪環状線 天満駅南側へ徒歩 5 分 

「労働尊重都市」 

ソウルから学ぶ 

 

チョ・ソンジュ氏 
（ソウル市労働政策補佐官） 
 

報告： 
「ソウル市の労働政策と

労働組合の社会的役割」 

プログラム 会場地図：PLP 会館 


